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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 2月 13日 (2007.2.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ ５ に 記 載 の 考 案 は 、 押 釦 の 上 部 に 配 置 し た 作 動 レ バ ー を 押 圧 す る こ と
に よ り 、 エ ア ゾ ー ル 内 容 物 の 噴 射 を 行 う も の で あ る が 、 作 動 レ バ ー を 少 し 押 圧 す れ ば 通 常
の 噴 射 を 行 い 、 大 き く 押 圧 す れ ば こ の 押 圧 状 態 を 維 持 し て 、 内 容 物 の 全 量 排 出 を 可 能 と す
る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ３ ３ ３ ６ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ３ ２ １ ９ ４ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ８ ０ ０ ７ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ５ ５ ２ ６ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ２ ７ ４ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ２ １ ７ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ２ ６ ６ ８ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ２ ０ ５ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ９ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ２ ０ ６ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ０ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ５ ５ ８ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ １ 】 特 開 昭 ４ ９ － １ ２ １ ２ １ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ２ 】 特 開 昭 ４ ９ － １ ２ ９ ２ １ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ５ ２ ８ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ４ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ ６ ２ ８ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ５ 】 実 公 昭 ４ ９ ー １ ９ ９ ５ ３ 号 公 報
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 於 い て 説 明 す れ ば 、 (１ )は エ ア ゾ ー ル 容 器 本 体 で 、 内 部 に
ヘ ア ス プ レ ー 、 制 汗 剤 、 芳 香 剤 等 の 適 宜 の 内 容 物 を 充 填 す る と と も に 上 端 に マ ン カウ ン テ



ッ プ (２ )を 固 定 し て い る 。 こ の マ ン カ ッ プ (２ )は 内 面 に バ ル ブ 機 構 (３ )を 接 続 し 、
こ の バ ル ブ 機 構 (３ )の ス テ ム (４ )を 、 マ ウ ン テ ン カ ッ プ (２ )か ら 外 部 に 突 出 し て い る 。 こ
の ス テ ム (４ )を エ ア ゾ ー ル 容 器 本 体 (１ )方 向 に 押 圧 す る 事 に よ り バ ル ブ 機 構 (３ )を 開 弁 し
、 内 容 物 の 噴 射 を 可 能 と し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 第 １ 実 施 例 で は 、 継 続 噴 射 時 に お け る 作 動 レ バ ー (１ ７ )の 戻 り 防 止 を 支 持 突 起 (２
３ )を 押 釦 (５ )の 上 面 に 突 出 す る こ と に よ り 行 っ た が 、 こ の 方 法 は 他 の 任 意 の 方 法 を 選 択
す る 事 が 可 能 で 、 固 定 具 を 用 い て 固 定 良 い し 、 図 ７ に 示 す 如 く 、 固 定 押 圧 部 (２ ２ )
の 押 釦 (５ )に 対 す る 押 圧 継 続 を 、 固 定 押 圧 部 (２ ２ )を 押 釦 (５ )の 上 下 方 向 軸 と 垂 直 な 平 面
に 形 成 す る こ と に よ っ て 行 っ て も 良 い 。 こ の よ う に 、 固 定 押 圧 部 (２ ２ )を 押 釦 (５ )の 上 下
方 向 軸 と 垂 直 な 平 面 に 形 成 し て 押 釦 (５ )の 上 面 と 面 接 触 し 、 押 釦 (５ )の 上 昇 力 を 固 定 押 圧
部 (２ ２ )の 垂 直 平 面 で 受 け る 事 に よ り 、 押 釦 (５ )の 押 圧 継 続 を 可 能 と す る こ と が 出 来 る も
の で あ る 。 こ の 場 合 も 、 エ ア ゾ ー ル 内 容 物 の 連 続 噴 射 を 中 止 す る 場 合 に は 、 作 動 レ バ ー (
１ ７ )を 使 用 者 の 手 指 に よ り 復 元 方 向 に 回 動 す れ ば 、 押 釦 (５ )が 一 時 的 に 押 し 下 げ ら れ る
と と も に 作 動 レ バ ー (１ ７ )が 元 位 置 に 復 元 し 、 押 釦 (５ )が 上 昇 す る か ら エ ア ゾ ー ル 内 容 物
の 噴 射 は 中 止 さ れ る 。
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